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【本領域の目的】 

 長い間、「セルフ」対「ノン・セルフ」の枠組みが
免疫認識のフレームワークと考えられてきた。とこ
ろが、HLA（human leukocyte antigen：ヒト白血
球型抗原）同士のホモ会合体が T 細胞に抗原提示す
るという事実、ならびにミスフォールド蛋白質が
HLA と結合して自己抗体の標的になるという意外
な事実などが明らかになり、免疫細胞による抗原認
識機構として「新たな自己（ネオ・セルフ）」の概念
を創出するに至った。また、胸腺での自己寛容の成
立、金属・薬剤アレルギー病態、腫瘍に対する免疫
応答などの局面でも『ネオ・セルフ』という新たな
枠組みを設定することで、様々な現象の謎が解ける
可能性がある。本研究領域では構造生物学、ゲノム
情報解析、イメージング、数理学的アプローチ、１
細胞解析などの多面的・最新の方法論を結集して新
たな免疫認識機構を統合的に理解し、難治性免疫疾
患の病態解明に臨む。 
 

【本領域の内容】 

 自己免疫疾患およびアレルギーは、それぞれ「セ

ルフ」あるいは「ノン・セルフ」に対する異常免疫

応答と捉えられ、このドグマに従って、異常免疫応

答のメカニズムを明らかにすることで病気の原因を

探ろうとする研究がこれまで繰り返されてきた。と

ころが、平成 22-26 年度新学術領域研究（HLA 進

化と疾病）の研究では、抗原ペプチド-MHC（Major 
Histocompatibility Complex：主要組織適合抗原複

合体、ヒトでは HLA）複合体が通常とは異なる構造

をとることで、自己免疫疾患やアレルギーの引き金

となっている可能性が見えてきた。すなわち、自己

の MHC と提示されるべき抗原（ペプチド）との複

合体は従来考えられていたような単純な構造ではな

く、多種多様な形態をとることで、様々な免疫応答

を惹起することが明らかになった。こうした抗原

-MHC 複合体の質的・量的な変化によって引き起こ

される免疫応答は従来の「セルフ」、「ノン・セル

フ」という抗原分類では考慮されていなかった。そ

こで、本新学術領域研究では、正常の「自己抗原

-MHC 複合体」とは質的・量的に異なる種々の形態

をとる「自己抗原-MHC 複合体」を新たに『ネオ・

セルフ』と定義し、多面的アプローチによってその

実態解明に取り組む。 
 

【期待される成果と意義】 

 『ネオ・セルフ』という新たな概念を設定するこ

とによって初めて、自己免疫疾患やアレルギー、さ

らに自己の細胞である腫瘍細胞に対する宿主免疫応

答の基本原理が理解できるようになると期待してい

る。これまでの研究のように、自己の組織に攻撃を

仕掛ける免疫細胞の異質性を探求するのではなく、

異常免疫応答の引き金となる『ネオ・セルフ』の免

疫学的ならびに構造生物学的性状を明らかにする試

みによって、免疫関連疾患の病態が明らかになるの

みならず、腫瘍細胞に対する免疫応答（がん免疫）

を効果的に誘導するための基盤作りが可能になる。 
 

図：従来の「セルフ」対「ノン・セルフ」の概念に
替わる新たな免疫認識の形を探る 
 

【キーワード】 
自己免疫疾患：何らかの原因により、免疫系が自分
自身の組織や臓器に攻撃をしかけるようになり発生
する病態。 
MHC：白血球をはじめとするヒトの免疫細胞表面に
発現し、免疫応答に重要な役割を担う分子。個人ご
とに異なり、きわめて多様性に富む。理由は不明だ
が、様々な自己免疫疾患の発症と関連性がある。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 
  1,064,600 千円 
 

【ホームページ等】 
http://www.tokyo-med.ac.jp/neoself/ 
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